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③地域協議会 

     亀田郷地区においては、関係機関が「水と緑のネットワーク」・「鳥屋野潟の水環境保

全」・「水循環再生と環境整備」の達成のため、環境用水等を取得・利用して行くに当たっ

て、４つの協議会が相互に連携しながら活動を行っている。 

■ 鳥屋野潟総合整備推進行政連絡会（水環境対策部会）（昭和 61 年から）構成：北陸

地方整備局、新潟県、新潟市、亀田郷土地改良区 

鳥屋野潟の整備及び水環境の保全対策等の協議・調整。 

■ 亀田郷環境整備連絡会（平成 10 年から）構成：自治連合会、亀田郷土地改良区 

河川や水路等を対象に「治水・利水・環境」の観点からの整備・保全について、地

域住民（自治連合会）と土地改良区が協議し、関係機関への提案・要望等を行う。 

■ 亀田郷地域用水対策協議会（平成 12 年から）構成：新潟県、新潟市、自治連合会、

亀田郷土地改良区 

各地区地域用水対策協議会が設立（９地区）構成員：自治会、町内会、住民団体、

学校、PTA、企業団体・地元企業、新潟市、亀田郷土地改良区工区・分区 

農家と住民、地域の多様な団体が一体となり、自主的に地域の水を保全する活動を

展開。 

■ 清流ルネッサンスⅡ地域協議会（平成 13 年から）構成：北陸地方整備局、新潟県、

新潟市、亀田郷土地改良区、北陸農政局 

栗ノ木川や鳥屋野潟の水質浄化を検討。 
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④必要水量の算定方法 

     水質目標は、「鳥屋野潟水環境改善計画（第４期計画）」に基づき、環境基準の「湖沼類

型Ｂ」（COD 5mg/l）とした。 

試験通水では、通水量、通水期間等を変更しながら水質調査を実施している。そこで排

水路比流量と COD 濃度との関係式を求め、COD 濃度が 5mg/l となるための排水路比流量を

推定した。さらに非かんがい期間の平均水収支（降水量と蒸発散量との差）により排水路

ごとに基底流量を求め、排水路流量との差を必要水量として算定している。 

 

⑤地域住民の意見集約方法 

     平成 14 年度には、非かんがい期における農業用排水路への試験通水を実施している地

区内の住民を対象（436 世帯回答）に農業用排水路に関するアンケートを実施している。

浄化用水を通水していなかった平成 12 年以前は、約半数以上の人が非かんがい期の排水

路を「汚れている」という印象を持っていた。通水されているかんがい期の排水路は、半

数近くの人が「親しみや安らぎを感じるときもある」と回答している。今後の排水路の水

質に関しては、「今よりもっときれいにしたい」「少しはきれいにしたい」と回答した人を

合計すると 92％であり、水質改善について積極的な考えを持っている人が多いことが確

認され、環境用水通水への後押しとなった。 

     また、それらの結果は、亀田郷環境整備連絡会が「治水・利水・環境」をキーワードに

水辺の再生、環境整備に取組み、その状況を「亀田郷環境整備連絡会ニュース」として地

区内９万世帯に全戸配布した。亀田郷地域用水対策協議会が各地区地域用水対策協議会か

らの提案・要望、地域計画の策定（ワークショップ、水辺の保全活動等）に対して、オブ

ザーバー参加や活動支援等で連携している。 

 

    ⑥管理方法等 

     環境用水が導水される土地改良施設の財産所有者が国、県、市、土地改良区等、多岐に

わたるため「環境用水利活用促進事業に関する基本協定書」を締結している。また、「「環

境用水利活用促進事業」に係る経費負担等協定書」を市と土地改良区が締結している。そ

の中で、環境用水のために利用する通水施設等の管理は土地改良区が行うこととし、通常

の維持・管理については土地改良区が行い、水質調査費等については市が負担することが

決められている。 
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1） 水利使用規則 

    

１． 目的 環境用水（水質保全、景観保全及び生態系保全）

取水 ： 新潟市江南区和田７９５番地先
（信濃川右岸）

排水 ： 同市市中央区清五郎字川西３１６番２地先
（鳥屋野潟左岸・清五郎排水路）

排水 ： 同区鐘木７３６番２地先
（鳥屋野潟左岸・新堀排水路）

排水 ： 同区太右ｴ門新田字一分田５０４番１地先
（親松導水路左岸・大堀排水路）

３． 最大取水量
最大取水量 ： ２．１５ /s（４期区分）
９月１１日～４月２３日

４． 取水の条件等

・権原発生前の他の水利使用及び漁業に支障を生
じさせない。
・権原発生後の他の水利使用及び貯留のための
施設並びに河川環境改善に支障を生じさせない。

５． 排水の条件
取水量と同量を排水口から鳥屋野潟及び親松導
水路に排水

６． 河川工事等による
支障の受忍

・河川工事等による支障について河川管理者に対
抗することができない。
・渇水調整がおこなわれる時は取水を中止するこ
と。

７． 工作物及び土地の占用
河川区域 ： 舞潟揚水機取入樋管（－㎡）
河川保全区域 ： 舞潟揚水機導水路（－㎡）

８． 許可期限 平成２２年４月２３日まで

９． 取水規程
水利使用者は取水規程を定め河川管理者の承認
を受けなければならない。

１０． 取水開始の届出 新潟県知事に届け出なければならない。

１１． 取水量の測定等
自記水位計により毎日の取水量を測定し、年毎に
結果をまとめその年の５月３１日までに北陸地方整
備局長に報告しなければならない。

１２． 排水量及び排水の水質
の測定

・各排水口における排水量及び排水の水質を毎月
１回測定し、結果をまとめその年の５月３１日までに
局長に報告しなければならない。

１３． モニタリング計画の策定
及び報告

環境用水の目的を達成できたか確認するためのモ
ニタリング計画を策定し、結果をまとめその年の５
月３１日までに局長に報告しなければならない。

１４． 取水量変更の許可の申請
必要水量が減少したときは、変更協議申請しなけ
ればならない。

１５． 申請等の経由
承認、申請、報告は、信濃川下流河川事務所長を
経由して行わなければならない。

１６． 標識の掲示
必要事項を記載した標識を掲示しなければならな
い。

１７． 失効
水利使用が廃止、許可期限が到来したとき効力を
失う。

１８． この水利使用規則の改正
河川管理者は、必要があると認めるときは、これを
改正することができる。

２． 取水口及び排水口の位置

 

2） 参考資料 

① 新潟市チェックシート 

② 水利使用規則 
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（参考資料） 

 ① 新潟市チェックシート（記入例） 

● 基本事項

水系・河川名 一級河川信濃川水系信濃川 新潟市

河川管理者 国土交通省
新潟県（舞潟揚水機場）
農林水産省(親松排水機場）

申請の相手 国土交通省
新潟県（親松排水機場）
亀田郷土地改良区（舞潟揚水機場）

145 /s（小千谷観測所） 農林水産省、新潟県、亀田郷土地改良区

58.07 /s（新酒屋観測所通過流量） 農林水産省、新潟県、亀田郷土地改良区

舞潟機場～親松機場　７件（5.6 /s） 亀田郷土地改良区

親松機場～河口　６件（19.5 /s） 0.95 /s　～　2.15 /s

9月11日から翌4月23日まで

● チェック項目　（１／２）

・　取水目的が、水質、親水空間、修景等生

　環境又は自然環境の維持、改善等を図るた

　めの用水か。

・　用水に係る事業計画が、地方公共団体の

　長レベルで決定された計画に位置付けられ

　ているか。

３ 申請者に関する事項　 ・　申請者は、地方公共団体か。

・ 申請者が地方公共団体 ①　申請者の業務目的に、生活環境又は自然

　以外の場合 　環境の維持、改善等が含まれているか。

②　地方公共団体が作成する計画等に申請者

　が事業主体として位置付けられているか。

③-１　適正な取水管理や施設管理等事業を

　　 遂行するための能力及び信用があるか。

③-２　事業主体が事業を執行できない場合

　　 の保証を地方公共団体から得ているか。

①～③を全て満足しているか。

・　必要水量の算定は、適正に行われている

　か。

水路の用地所有者

水路の管理者

水利権申請量（ /s）

取水期間

取　　水　　河　　川　　情　　報 環　　境　　用　　水　　情　　報

水利使用の申請者

取水施設の施設所有者

取水施設の管理者

水路の施設所有者

事　　　　　　項 検　　討　　内　　容 ○・× 取　　扱　　方　　針　　等

１ 目　的 ○

□水質改善、□生態系保全、■景観・修景

■生活環境の維持・改善、□水田の冬期湛水

■その他（　生態系保全　　　　　　　　　　　　）　である

○ 申請者は、□県、■市町村、□その他（　　　　　）　である

－
□定款、□寄附行為、□規約、□規定

その他（　　　　　）に目的が明記されている

－

２ 事業内容に関する事項 ○

■事業計画名（　基本計画（田園型拠点）　　　　）

■計画主体（　新潟市　　　　　　　 ）

－

４ 必要水量に関する事項 ○
□基準・文献（　　　　　　　　　　　）、■試験通水

□その他（　　　　　　　　　　）により算定

－

－

関係河川使用者
及び水利権量（ /s）

正常流量（ /s）
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● チェック項目　（２／２）

②　河川環境や他の利水者に影響を与えない

　か。

②-１　河川に還元されるか。

③　豊水取水の場合、河川管理者により豊水

　利用計画が策定されているか。

④　意見の交換を行う場（流域水利用協議会

　等）があるか。

①　取水量の把握方法。

①-１　取水量の把握方法

①-２　観測体制

②　排水量の把握方法。（該当する場合）

②-１　排水量の把握方法

②-２　観測体制

③　水質の把握方法。（該当する場合）

③-１　水質の観測箇所数

③-２　観測頻度

①　通水経路を記入した図面を作成している

　か。

②　協議会が組織されているか。

③　管理協定が締結されているか。

④　他目的使用の手続き

⑤　関係河川使用者の同意

５ 水源に関する事項

７ その他

■その他（河川管理者提示）により算定

○
減水区間の利水者から同意を得ている

○ ■還元、□消費　される

①　安定取水又は豊水取水か。 ○

■安定取水、□豊水取水

基準渇水流量：（60.66  /s）、正常流量：（58.07  /s）

取水予定量：（２．１５  /s）

①-２　正常流量の決定根拠 ○
□河川砂防基準、□正常流量検討の手引き（案）

－
□策定済み

□未策定

○
■流域水利用協議会あり

□流域水利用協議会なし

②-２　還元箇所は、明確か。 ○
■取水～還元に利水者がいる、□利水者がいない

□還元箇所が不明、□その他（　　　　　　　　　　　）

②-３　活用可能な水源はあるか。 ○
□水源あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■水源なし

□管理施設（テレメーター等）、■現場、□その他（　　　）

６ 観測体制について

○ □流量計、■自記水位計、□量水板、□その他（　　　　）

○ □管理施設（テレメーター等）、■現場、□その他（　　　）

○ 箇所数　（　　８　　　）箇所

○ □毎日、□週１回、■その他（　月２回 　）

○
■図面あり

□図面なし

○

○ ■取得済み、□未取得、□必要なし

協議会名（鳥屋野潟総合整備推進行政連絡会議
　　　　　・水環境対策部会）
構 成 員（北陸地方整備局、新潟県、新潟市、
　　　　　亀田郷土地改良区）
協議会名（亀田郷環境整備連絡会）
構 成 員（自治連合会、亀田郷土地改良区）
協議会名（亀田郷地域用水対策協議会）
構 成 員（新潟県、新潟市、自治連合会、亀田郷土地改良区）
協議会名（流域ルネッサンスⅡ地域協議会）
構 成 員（北陸地方整備局、新潟県、新潟市、
          亀田郷土地改良区、北陸農政局）

事　　　　　　項 検　　討　　内　　容 ○・× 取　　扱　　方　　針　　等

■設置済み　　□未設置

○ ■管理協定済み、□管理協定予定、□管理協定必要なし

○ ■手続き済み、□手続き予定、□手続き必要なし

○ □流量計、□自記水位計、□量水板、■その他（　実測　）

○
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② 水利使用規則 
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